
様式２　自主・自立関連事業

19 年 1 月 自主・自立推進プラン実施状況確認シート

１．自主・自立推進プランにおける検討結果

２．平成 19 年 1 月 現在の実施状況
（①から⑤のうち、該当する項目に○印をつけてください。）

４．今後の方針・具体的スケジュール（関係者協議等）

※　分野・分類が４～９の事業については、このシートに記入してください。

●減量化：原課としての考え方は、料金アップよりも【ごみ減量化を優先すべき】と考えている。■平成１９年度
も、ごみ懇談会を開催し、町民全体にごみ減量化の【目標値】を示して更に削減を呼びかけていく。町内会、
消費者協会、各種団体へ｢（仮称）ごみダイエット作戦｣などを展開させていく。■十勝環境複合組合の負担金
は、当町が減量化しても、他自治体の影響も受けるため必ずしも減額とはなっていかない。しかし、町民の努
力により減量化が進めば、料金を上げる説明にはなりづらいのも事実である。●ごみ処理料加算：財政シミュ
レーションを収集運搬費のコストダウン分を計算した上で、処理費の負担率を調整して合算し、設定する必要
がある。■例：（収集コスト＋処理コスト）×X％または（収集コスト×X%＋処理コスト×Y％）　　●ごみ処理料加
算スケジュール：　管理庁議を経て、課の目標管理として設定＝４月。環境審議会＝４月報告。ごみ懇談会＝
６月・１０月に開催。実施計画＝９月計上。改正案＝１０月。パブリックコメント＝１０月中。使用料等審議会＝１１
月。議会提案＝12月提案。ごみ懇談会＝２月～３月に実施説明。平成20年４月１日実施。

平成20年度から可不燃・粗大ごみ処理費用の50％を負担いただきます。

⑤変更予定

○

行政改革の実施（住民負担の増）

事業名

■ごみ減量化のキャンペーンを張って、１年間各町内会に呼びかけ、広報誌にも掲載してきた、可不燃・粗大
ごみH17　4,221ｔ　から　H18見込　4,107ｔ　と人口と世帯数が増加したにもかかわらず、減量傾向にある。
■H19のごみ収集体制について、民間完全委託の予定立てをし、総コストで　H18 見込　197,969,956円から
H19年度予算　179,945,000円と18,024,956円削減の目処を立てた。■18年12月～19年１月に、ごみ懇談会を
開催し、分別・リサイクル化・減量化を呼びかけた。

３．平成18年度に実施した内容と課題

可不燃・粗大ごみ処理手数料

平成

＊①は既にその事業が完了した場合、②は具体的な取組を実施している場合、③はまだ具体的には取
り組んでいないが内容等について検討して場合です。

担当部門 住民福祉部住民生活課

内容

②取組中①実施済 ③実施に向けて検討中 ④未検討

分野・分類


